
 



　伊達政宗公の時代に造成された宮城県南部の海岸林は、400年の間、飛砂や塩害、強
風や高潮から人々の暮らしと農地を守ってきました。しかし、東日本大震災の津波で壊滅
的な被害を受け、仙台平野から福島県の海岸線には、クロマツの倒木が延々と続きました。
　国際協力ＮＧＯのオイスカは、ライフラインともいえる海岸林をよみがえらせるため、
震災後すぐに「海岸林再生プロジェクト10カ年計画」をスタート。被災した農家の人々と
種をまき、大切に苗を育てて、ようやく昨年、苗木を植える段階までこぎつけました。
　ＵＡゼンセンは被災地の復興・再生へ向けた活動の一つとして、このプロジェクトに参加
することを決め、昨年からボランティア派遣を開始しました。息の長い活動は、始まった
ばかり。さあ一緒に、未来の人達へ豊かな海岸林を贈りませんか。

種をまき、大切に苗を育て
2014年、待望の植栽がスタートした
さあ、ＵＡゼンセンボランティアの出番

未来に、この地に生きる人へ
みどりの森を贈ろう

４年目の海岸林再生プロジェクト
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震
災
前
、
名
取
地
区
の
農
家
で
は
、
小
松
菜
や
青チ

ン

梗ゲ
ン

菜サ
イ

が
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
地
方
で

は
、
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
か
ら

冷
た
い“
ヤ
マ
セ
”
が
吹
き
つ
け
る
年
が
あ
り
、
海

岸
林
が
畑
を
守
っ
て
く
れ
た
。
海
岸
林
が
な
け
れ

ば
、
冷
害
に
見
舞
わ
れ
、
農
業
は
致
命
的
だ
と
い
う
。

　

こ
の
地
に
は
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
海
岸
林
と
と
も

に
生
き
、
白
砂
青
松
を
ふ
る
さ
と
の
風
景
と
し
て
き

た
文
化
が
あ
っ
た
。
村
じ
ゅ
う
総
出
で
造
林
に
取
り

組
ん
だ「
愛
林
」の
碑
も
残
っ
て
い
る
。

　
「
も
う
一
度
、
海
岸
林
を
取
り
戻
し
た
い
」。
人
々

は
、
オ
イ
ス
カ
の
協
力
に
一
条
の
光
を
見
出
し
た
。

一
か
ら
講
習
を
受
け
、
林
業
種
苗
生
産
者
の
資
格
を

取
り
、
種
苗
組
合
に
も
加
入
し
て
、
ク
ロ
マ
ツ
の
苗

木
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
二
年
。
ク
ロ

マ
ツ
の
苗
木
は
、
人
々
の
思
い
に
応
え
て
丈
夫
に
育

植
え
る
の
は
、
森
林
組
合
な
ど
の
プ
ロ
。
一
人
一
日
約
三
百

本
。
地
温
、
気
温
、
天
候
な
ど
諸
条
件
が
ベ
ス
ト
な
時
期

に
一
気
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
〇
一
四
年
度
は
、

十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
七
万
八
千
五
百
本
の
植
栽
を
完
了
し
た
。

　オイスカは50年以上、開発途上国などで農業支援や植林活動を進めてきた
国際協力ＮＧＯ。震災後すぐに、海岸林再生への協力を表明した。現地からの
要請もあり、宮城県名取市で「海岸林再生プロジェクト10カ年計画」をスタート。
｢名取市海岸林再生の会｣の人 と々活動を進め、ことし４年目を迎える。

復
興
へ
の
願
い
を
背
負
っ
て

ク
ロ
マ
ツ
は
た
く
ま
し
く
育
つ

オイスカ「海岸林再生プロジェクト10カ年計画」
2011－2014年の活動と、これから

海岸林の再生には膨大な数の苗木が必要となる。そのためオイスカ
では、雇用対策も兼ねて種苗生産から行うこととした。準備から半年、
初めての種まきが行われ、クロマツの種子約２キロ・10万粒をまいた。

初の種まき　2012年３月30日
種まきから１カ月、小さな芽が出た。発芽率は95％。すくすくと成長す
るクロマツに、育苗に携わる人々は安堵の表情を浮かべた。「めんこい、
めんこい（可愛い）」。写真は、種まきから60日目の稚苗。

クロマツの稚苗　2012年６月５日

被災した地元の人々とともに
名取市の海岸林100㌶・
50万本の再生を目ざす

植栽スタート　2014年４月28日
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っ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
四
年
春
、
出
荷
の
と
き
を

迎
え
、
い
よ
い
よ
海
岸
へ
の
植
栽
が
は
じ
ま
っ
た
。

　

オ
イ
ス
カ
は
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
十
年
間
に
、

名
取
市
の
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
・
約
五
十
万
本
の
海
岸
林

の
再
生
を
目
ざ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
三
三
年

ま
で
保
育
管
理
を
行
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
育

苗
や
植
栽
、
育
林
の
た
め
に
雇
用
さ
れ
る
地
元
の
人

は
、
延
べ
一
万
二
千
名
に
及
ぶ
。

　

オ
イ
ス
カ
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
費
用
十
億

円
を
寄
付
で
ま
か
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

年
間
一
億
円
の
目
標
額
は
達
成
で
き
て
い
る
が
、
震

災
が
ど
ん
ど
ん
風
化
し
、
世
間
の
関
心
が
薄
れ
る
の

が
怖
い
と
い
う
。「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
を
知
っ

て
も
ら
い
、
広
め
て
ほ
し
い
」
と
、
オ
イ
ス
カ
の
吉

田
俊
通
さ
ん
は
訴
え
る
。

　

年
末
、
吉
田
さ
ん
か
ら
、
二
〇
一
四
年
度
に
植
え

た
七
万
八
千
五
百
本
の
苗
木
が
す
べ
て
根
付
い
た
と

メ
ー
ル
が
届
い
た
。
厳
し
い
冬
を
越
し
、
み
ど
り
の

森
に
な
る
ま
で
、
無
事
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。

苗木を一旦掘り取り、伸び過ぎた根を切り取って植え直す。床替えをす
ることにより新しい根が出てきて、根張りのいい苗木がつくられる。育
苗は根気のいる作業。現場では、女性達が重要な役割を果たしている。

１年生苗の床替え� 2013年４月18日
2014年春、２年間大事に育ててきたクロマツの苗木が、ようやく海岸
に植えられた。５月末、多くの市民を招いて植樹祭を開いた。この先、
地元の人達の手で、末長く守っていってほしいという願いを込めて。

植樹祭を祝う　�2014年５月24日

東北にもう一度、白砂青松を取り戻したい
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　海岸の過酷な環境からクロマツの苗木を守るには多くのボランティアの手が
必要となる。夏場は、除草だけでも大変な作業。ＵＡゼンセンは2014年、合計６
回のボランティア派遣を行い、延べ１６０名の仲間達が汗を流した。

ＵＡゼンセン「海岸林再生プロジェクト」ボランティア活動
６チーム、延べ160名の仲間が願いを込めて

除
草
、
下
刈
り
、
根
踏
み
、
施
肥
…

現
地
で
は
た
く
さ
ん
の
手
を
待
っ
て
い
る

第１回ボランティアチーム　2014年５月17日

育苗場では、沿岸の過酷な環境で育
つクロマツの苗木に加え、クリやコナ
ラなどの塩分に強い広葉樹の苗木も
育てている。将来、この木々が母樹と
なって種を落とし、多重構造の豊か
な森に育つことを祈りながら。

クロマツに加え
広葉樹の苗木も
育てる
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第２回ボランティアチーム　2014年６月11日

第３回ボランティアチーム　2014年７月５日

育苗場で除草作業
必死に生きる苗に
愛情を感じる

午
前
中
は
ひ
た
す
ら
育
苗
場
で
草

取
り
を
行
う
。
雑
草
の
伸
び
る
パ

ワ
ー
に
は
び
っ
く
り
す
る
。
最
初

は
、
草
に
隠
れ
て
い
た
が
、
雑
草

を
抜
く
と
、
き
れ
い
に
並
ん
だ
ク

ロ
マ
ツ
の
苗
が
現
れ
た
。

一本一本の苗木に
肥料を与える

海
岸
の
植
栽
地
は
、
栄
養
が
乏
し

い
。
元
気
に
育
つ
よ
う
に
、
一
本

一
本
の
苗
木
に
ス
プ
ー
ン
で
肥
料

を
与
え
る
。
そ
の
作
業
は
、
ス
ク

ワ
ッ
ト
の
繰
り
返
し
！
。

苗木を乾燥や
強風から守る

苗木の根元に、津波で倒されたクロマツのチ
ップを寄せることで、乾燥を防ぐことができる。
また、砂混じりの強風で根元が傷つくのも防げ
る。｢一本でも多く、厳しい環境を生き抜いて」。

クロマツの苗木くん
元気に大きくなって！

9



約
七
メ
ー
ト
ル
の
防
潮
堤
が
完
成
し
た
。
し
か

し
、
海
か
ら
吹
き
つ
け
る“
ヤ
マ
セ
”
か
ら
農

地
や
暮
ら
し
を
守
る
に
は
、
不
十
分
と
い
う

葛の引き抜きや下刈り作業に
たくさんの人手が必要

海岸の植栽地で、葛（クズ）の引き抜きや下刈り作業を行
う仲間達。夏場には、葛は１日１メートルの勢いで伸び
るというから驚く。炎天下、葛との根比べが続いていた。

ボランティア活動にとりかかる前に、育苗場で説明を受ける仲
間達。海岸林の重要性や活動の経緯について理解を深めた

第４回ボランティアチーム　2014年８月22日

第５回ボランティアチーム　2014年９月20日
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「
未
来
の
海
岸
林
の
姿
を
思
い
描
き
な
が
ら
作
業

を
し
ま
し
た
。
自
分
が
少
し
で
も
、
復
興
に
関
わ
れ

た
こ
と
が
う
れ
し
い
」。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
の
仲
間
は
、

丸
一
日
、
種
ま
き
や
除
草
、
下
刈
り
、
施
肥
な
ど
の

作
業
に
当
た
っ
た
。
ど
れ
も
き
つ
い
作
業
だ
っ
た

が
、
夕
方
、
記
念
写
真
に
お
さ
ま
っ
た
仲
間
達
は
、

み
ん
な
い
い
表
情
を
し
て
い
た
。

　

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
は
二
〇
一
三
年
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
支
援
を
決
定
し（
八
月
六
日
・
第
六
回
中
央
執

行
委
員
会
）、
二
百
万
円
の
寄
付
を
拠
出
。
二
〇
一
四

年
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
を
開
始
し
た
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
、
ゆ
っ
く
り
だ
け
れ
ど
、
て
い

ね
い
な
仕
事
が
加
わ
る
こ
と
で
、
ク
ロ
マ
ツ
の
成
長

を
よ
り
確
実
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」と
、

オ
イ
ス
カ
の
林
久
美
子
さ
ん
は
感
謝
を
込
め
る
。

　

活
動
に
参
加
し
た
仲
間
が
、
組
合
や
職
場
に
戻

り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
を
伝
え
る
こ
と
で
、
組

合
や
会
社
に
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
五
年
も
、
ま
も
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募

集
が
は
じ
ま
る
。
さ
あ
、
未
来
へ
木
を
贈
ろ
う
。

地元農家、林業のプロ、ボランティア
“協働”の輪で海岸林をよみがえらせる

海岸林再生プロジェクトの意義を広め
寄付やボランティア活動につなげよう

　オイスカは、東京や仙台で
写真展を開催し、活動をＰＲ
しています。また、組合大会な
どへの写真パネルの貸し出し
も行っています。

　右のＱＲコードから、「海岸林再生プ
ロジェクト10カ年計画」のこれまでの活
動を見ることができます。
　（配信期間は2015年６月１日まで）

オイスカ活動報告ＤＶＤ

第６回ボランティアチーム　2014年10月18日

配信中

海岸林造成は百年の計ー
苗木が成木に育つまでに30年以上。
次の世代へ、思いをつないでいこう
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